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我
が「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」

は「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
」に
参
加

し
て
い
ま
す
。
信
州
大
学
を
構
成
す
る
９

の
学
部（
旧
文
理
学
部
を
含
む
）と
１
の
学

科（
医
学
部
保
健
学
科
）の
同
窓
会
が
連

合
し
、
全
学
の
旗
を
提
供
し
た
り
全
国
的
に
成
果
を
挙
げ
た

学
生
を
顕
彰
し
た
り
す
る
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
合
会
に
対
し
て
、
山
沢
学
長
な
ど
信
州
大
学
か
ら

提
案
が
あ
り
、「
信
州
大
学
校
友
会
」を
組
織
す
る
方
向
で
研

究・調
査
が
行
わ
れ
、本
年
度
末
か
ら
運
営
を
始
め
る
方
向
で

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
提
案
は
数
年
前
か
ら
為
さ
れ
て

い
ま
す
が
、国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
基
盤
を
強
固
に
し
た
い

と
い
う
強
い
願
い
が
底
に
流
れ
て
い
ま
す
。「
生
き
残
り
を
図

る
」と
い
う
言
葉
さ
え
聞
か
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

校
友
会
の
構
成
員
は
、同
窓
生
な
ど
の
他
、現
役
の
学
生
や

教
職
員
も
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、各
研
究
室
の
同
窓
会
や
学
生

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
、信
州
大
学
に
関
わ
る
す
べ
て
を
包
み
込
も

う
と
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
活
動
内
容
は
、現
在
の
同
窓
会

が
行
っ
て
い
る
内
容
に
近
い
も
の
で
す
が
、校
友
会
と
同
時
に

設
置
さ
れ
る「
知
の
森
基
金
」で
は
、
学
生
の
奨
学
制
度
等
も

盛
り
込
む
な
ど
し
て
、大
学
の
魅
力
を
高
め
た
い
と
願
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の「
信
州
大
学
校
友
会
」へ「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓

会
」が
参
加
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、こ
の
夏
の
総
会
で
審
議

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
校
友
会
は
緩
や
か
な

連
合
組
織
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
活
動
は
継
続
さ
れ
る

こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
信
州
大
学
が
元
気
に
な
り
更
に
発
展
す
る
こ

と
は
我
々
の
望
み
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、基
本
的
に
は
参
加
す

る
方
向
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、同
窓
会
員
諸
氏
の
ご
意
見

を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。総

会
へ
ご
参
加
い
た
だ
く
と
共
に
、多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
く
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
人
文
美
術
校
舎（
Ｎ
館
）と
講
義
棟
の
耐
震

改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。外
観
が
純
白
の
美
し
い
フ
ォ

ル
ム
に
一
新
さ
れ
る
と
と
も
に
、設
備
面
も
全
面
的
に
改
修
さ

れ
、快
適
な
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

設
備
に
関
す
る
改
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

○
人
文
美
術
校
舎
と
講
義
棟
の
南
側
に「
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

南
側
が
整
備
さ
れ
、芝
生
と
装
飾
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
詰
め
ベ

ン
チ
が
複
数
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
北
校
舎

 

信
州
大
学「
校
友
会
」へ
の
参
加
に
つ
い
て

同
窓
会
長　
中 
澤 
　 

寛　

○
講
義
室
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た

講
義
室
Ｎ
１
０
１
、Ｎ
２
０
１
、Ｎ
３
０
１
の
黒
板
が
西
側

か
ら
北
側
に
移
動
さ
れ
、講
義
室
の
後
ろ
か
ら
出
入
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、固
定
机
が
可
動
机
に
変
わ

り
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
学
習
形
態
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
人
文
美
術
校
舎
２
階
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
ま
し
た

人
文
美
術
校
舎
中
央
の
階
段
を
２
階
に
あ
が
っ
た
と
こ
ろ

に
、学
生
や
職
員
が
自
由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。こ
こ
に
は
給
湯
設
備
が
つ
い
て
お
り
軽
食
等
を
と

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、新
校
舎・講
義
棟
に
是
非
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
25
年
度
に
は
東
校
舎（
Ｅ
館
）の
耐
震

改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
責
）北
校
舎
耐
震
改
修
検
討
委
員
長  

宮
﨑
樹
夫
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四
、
組
織
充
実　

支
部
組
織
の
強
化
、
地
区
代
表
を
通
し
て

卒
業
生
の
会
費
未
納
者
へ
の
納
入
依
頼
、
退
職
校
長
未

納
者
へ
の
納
入
依
頼
、
新
任
校
長
・
教
頭
未
納
者
へ
の

納
入
依
頼
、
在
学
生
未
納
者
へ
の
納
入
依
頼

五
、
長
期
構
想　
「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
」
へ
の
協
力
、

総
会
の
あ
り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
法
人
化
の
研
究

と
準
備

⃝

第
三
号
議
案　

　

第
十
三
期
役
員
の
一
部
交
代
に
つ
い
て

　

中
澤
会
長
よ
り
、
庶
務
幹
事
を
附
属
長
野
小
学
校
畔
上
一

康
氏
か
ら
附
属
特
別
支
援
学
校
勝
山
幸
則
氏
に
交
代
し
た
旨

の
報
告
が
あ
り
、全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
平
野
吉
直
氏（
教
育
学
部
長
）よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。小
林
洋
子
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で
総
会

を
終
了
し
た
。

第25回同窓会通常総会　会長挨拶

記念講演会　日詰　正文氏

〈歳入の部〉
項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考

1 前年度繰越金 1,170,018 1,170,018 0
2 会　　　　 費 5,840,000 5,020,000 △820,000 251名入金
3 雑 収 入 10,000 100,652 90,652 寄付・利子

歳 入 合 計 7,020,018 6,290,670 △729,348
〈歳出の部〉

項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考
1 会 議 費 580,000 430,484 △ 149,516 総会・役員会等
2 事 業 費 1,200,000 1,032,911 △ 167,089 会報・学部後援等
3 事 務 費 2,020,000 1,858,172 △ 161,828 会報発送・印刷等
4 事 務 委 託 費 1,806,000 1,806,000 0 雇用費等
5 雑 費 150,000 201,880 51,880 連合会会費・謝恩会御祝儀等
6 予 備 費 1,264,018 0 △ 1,264,018

歳 出 合 計 7,020,018 5,329,447 △ 1,690,571

平成23年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自　平成23年4月  1日
至　平成24年3月31日

	 歳入合計額　6,290,670円也
	 歳出合計額　5,329,447円也

差引残額　　  961,223円也　翌年度へ繰越

第
二
十
五
回
　
同
窓
会
通
常
総
会
報
告

 

平
成
二
十
四
年
度
の
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
八
月
十
一
日

（
土
）、
長
野
市
岡
田
町
の「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
、

三
十
四
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

中
村
直
人
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
小
林
洋
子
副
会
長
の
開

会
宣
言
、中
澤　

寛
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、議
長
団
に
、馬

場　

敬
、
清
水
豊
喜
、
議
事
録
署
名
人
に
、
小
林
和
人
、
酒
井

英
樹
の
各
氏
を
選
任
、書
記
に
宮
澤
昌
道
、伊
藤
冬
樹
の
各
氏

を
任
命
し
て
議
事
へ
と
移
り
、次
の
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
。

⃝

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
書
、
歳
入
・
歳
出
決
算
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

　

総
会
資
料
に
基
づ
き
久
保
信
男
事
務
局
長
よ
り
平
成

二
十
三
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
別
府　

桂
幹
事
よ
り
平
成

二
十
三
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。ま
た
、三
沢
弘
幸
監
事
よ
り
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

⃝

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
歳
入
・
歳
出
予

算（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　

総
会
資
料
に
基
づ
き
久
保
信
男
事
務
局
長
よ
り
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
別
府　

桂
幹
事
よ

り
平
成
二
十
四
年
度
歳
入
・
歳
出
予
算（
案
）に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

〔
平
成
二
十
四
年
度
事
業
大
綱
〕

一
、
同
窓
会
報
〔
第
二
十
六
号
〕
発
行
、
会
員
、
特
別
会
員
へ

の
郵
送

二
、
研
究
助
成　

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助
、
学
生
課
外
活
動
へ
の
補
助

三
、
学
部
後
援　

学
部
・
大
学
院
充
実
に
向
け
て
の
援
助
、

就
職
活
動
へ
の
支
援
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全
国
の
国
立
教
員
養
成
大
学
・
学
部
は
、

こ
こ
数
年
、
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
会
報
で
お
伝
え
し

た
と
お
り
、
信
州
大
学
教
育
学
部
に
お
き

ま
し
て
も
、
昨
年
度
か
ら
十
三
年
ぶ
り
の

学
部
改
組
を
実
施
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
学
部
改
組
の
成
果
を
待
た
ず
し
て
、
す
ぐ
に

教
職
大
学
院
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
学
研
究
科
の
改
組
の
検

討
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
に
関
す
る
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八

月
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
、「
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ

た
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
方
策
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
答
申
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
で
は
、第
一
に
、

教
員
養
成
改
革
と
し
て
、「
教
員
養
成
を
修
士
レ
ベ
ル
化
し

て
高
度
専
門
職
業
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
」
と
し
、
教
員
養

成
を
四
年
プ
ラ
ス
一
年
あ
る
い
は
二
年
と
す
る
「
修
士
レ
ベ

ル
化
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
第
二
に
、
修
士
レ
ベ

ル
化
と
関
連
さ
せ
、
教
員
免
許
制
度
の
改
革
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
い
ず
れ
も
仮
称
で
す
が
、
学
部
レ
ベ

ル
・
す
な
わ
ち
学
士
課
程
修
了
レ
ベ
ル
の
「
基
礎
免
許
状
」、

修
士
レ
ベ
ル
の
課
程
で
の
学
修
に
よ
る
「
一
般
免
許
状
」、

さ
ら
に
は
、
特
定
分
野
に
関
し
、
実
践
の
積
み
重
ね
に
よ
る

さ
ら
な
る
探
求
に
よ
り
、
高
い
専
門
性
を
身
に
付
け
た
こ
と

を
証
明
す
る
「
専
門
免
許
状
」
の
創
設
で
す
。
現
在
、
こ
の

答
申
を
踏
ま
え
、
詳
細
に
つ
い
て
議
論
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
中
央
教
育
審
議
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
、
教
員
養

成
に
関
す
る
新
た
な
枠
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
向
性
が
固
ま
れ
ば
、
免
許
法
の
大
幅
な
改
訂

が
示
さ
れ
、
教
員
養
成
・
教
員
採
用
・
教
員
研
修
を
含
め
、

教
員
養
成
の
あ
り
方
等
に
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
確
実
で
す
。
本
学
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の
進
め
る
教

員
養
成
改
革
の
状
況
を
見
つ
め
な
が
ら
、
長
野
県
教
育
委
員

会
と
の
連
携
・
協
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
、
教
職
大
学

院
の
設
置
の
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
の
流
れ
の
中
で
、昨
年
度
よ
り「
目
指
せ
！

教
員
採
用
率
・
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
本
学
部
は
、
全
国
に
あ
る
国
立
教
員
養

成
系
大
学
・
学
部
の
中
で
、
常
に
教
員
採
用
率
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
国
立
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
存
在

意
義
が
、
国
レ
ベ
ル
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、
確
か
な

力
を
持
っ
た
教
員
を
養
成
し
、
教
員
へ
の
就
職
率
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
信
州
大
学
教
育
学
部
の
存

在
意
義
を
高
め
、
よ
り
優
秀
な
受
験
生
の
確
保
に
も
つ
な
が

る
極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
同

窓
会
か
ら
の
ご
支
援
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教

員
採
用
前
の
模
擬
試
験
、
講
演
会
等
を
手
厚
く
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

大
き
な
改
革
、
存
在
意
義
の
再
考
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
質
の
高
い
学
校
教
員
を
は
じ
め
教
育
の
専
門
職
を
育
成

す
る
と
い
う
学
部
の
使
命
は
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
数
多
く
の
優
秀
な
指
導
者
を
養
成
し
て
い
く
努

力
を
日
々
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
信
州
大
学
教
育
学
部

の
運
営
と
学
生
の
勉
学
に
対
し
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
教
員
採
用
に
向
け
て

の
模
擬
試
験
の
実
施
な
ど
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
教
育
学
部
教
職
員
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
平
成
二
十
四
年
度
〜
平
成
二
十
五
年
度
新
転
任
教
員
】

友
田　

義
行　

先
生　

  （
言
語
教
育
講
座
）

松
本　

康　
　

先
生　

  （
社
会
科
学
教
育
講
座
）

松
澤　

泰
道　

先
生　

  （
数
学
教
育
講
座
）

大
島　

賢
一　

先
生　

  （
美
術
教
育
講
座
）

篠
﨑　

正
典　

先
生　

  （
社
会
科
学
教
育
講
座
）

藤
井　

善
章　

先
生　

  （
教
育
科
学
講
座
）

【
平
成
二
十
四
年
度
転
退
職
教
員
】

熊
谷　

陽
一　

先
生　

  （
社
会
科
学
教
育
講
座
）

　
　

昭
和
六
十
一
年
三
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

大
原　

明
美　

先
生　

  （
家
庭
科
教
育
講
座
）

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職

渡
辺　

隆
一　

先
生　

  （
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
講
座
）

　
　

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

川
島　

一
夫　

先
生　

  （
教
育
科
学
講
座
）

　
　

昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　
ご  

挨  

拶
教
育
学
部
長　
平 

野
　
吉 

直　
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平
成
6
年
6
月
6
日「
無
」か
ら
の
ス
タ
ー
ト

山
口
直
行（
数
学
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
１
期
）

　

当
時
、
第
３
学
年
次
に
附
属
小
中
学

校
で
行
わ
れ
た
６
週
間
の
教
育
実
習
は
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
指
導
案
や
教

材
作
り
に
必
死
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
と
共
に
授
業
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
あ
の
喜

び
や
感
動
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
こ
ろ
教
育
現
場
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
し
た
。
い
じ
め
問
題
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
長
野
県
で
は
不
登
校
者
数
が
全

国
で
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
は
中
途
退
学
者

が
な
か
な
か
減
ら
な
い
状
態
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
学
校
は

五
日
制
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
休
み
に
な
る
土
曜
日
に
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
場
も
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
確
か
な
実
践

的
指
導
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
教
育
学
部
で
学
ぶ
４
年
間（
１
２
０
週
）で
の
教
育

実
践
の
場
は
、
６
週
間
の
教
育
実
習
だ
け
で
す
。
こ
れ
で
は
、

実
践
的
指
導
力
を
高
め
る
レ
ベ
ル
に
は
達
し
ま
せ
ん
。

　

教
育
実
践
の
場
が
な
け
れ
ば
、
学
生
の
手
で
そ
う
し
た
場

を
創
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
つ

な
が
る
の
で
あ
れ
ば
言
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
始
ま
っ

た
の
が
「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
サ
タ
デ
ー
」
で
す
。

　

平
成
６
年
６
月
６
日
に
第
１
回
目
の
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。「
６
」
並
び
の
ま
さ
に
「
無
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
ど
れ
だ
け
の
講
座
を
開
い
た
ら
い
い
の
か
。
学
生
ス

タ
ッ
フ
は
何
人
必
要
な
の
か
。
子
ど
も
た
ち
は
集
ま
る
の
か
。

安
全
面
へ
の
配
慮
は
…
。
不
安
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
場
を
創
り
だ
し
て

い
く
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
当
日
。
私
の
講
座
「
け
ん
玉
で
遊
ぼ
う
」
に
は
、

２
名
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」地
域・子
ど
も
た
ち
と
歩
ん
だ
20
年

角
田
正
和（
社
会
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
２
期
）

　

私
は
第
２
期
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
サ
タ
デ
ー
に
主

と
し
て
事
務
方
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
し
た
現
在

と
は
異
な
り
、
当
時
は
講
座
の
案
内
や
参

加
者
募
集
は
新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
依
頼
す
る
他

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
受
付
や
参
加
証
の

発
送
、
活
動
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ど
は
往
復
は

が
き
な
ど
の
郵
便
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
事
務
方

の
作
業
量
は
半
端
な
く
多
く
、
学
部
で
の
講
義
が
終
わ
る
と

教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
に
詰
め
、
日
々
作
業
を
夜
遅
く
ま
で
こ

な
し
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
活
動
二
年

目
で
認
知
度
も
低
く
、
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
こ
の
よ
う
な
催

し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
も
少
な
い
中
で
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
の
開
催
を
み
つ
け
、
長
野
県
内
各
地
か
ら
労
を
惜

し
ま
ず
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
送
り
出
し
て
く
れ
た

保
護
者
の
方
々
、
講
座
の
開
催
に
際
し
て
支
援
し
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
方
々
な
ど
、
我
々
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
の
活
動
を
育
み
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
層
の
厚
さ
は「
教
育
県
長
野
」

の
風
土
あ
っ
て
の
も
の
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
が
二
十
年
に
わ
た
り
持
続
し
、
活
動
範
囲
を
広

げ
発
展
し
た
こ
と
は
、
立
ち
上
げ
当
初
の
様
々
な
困
難
を
垣

間
見
て
き
た
者
の
一
人
と
し
て
大
変
な
喜
び
で
あ
り
、
こ
こ

ま
で
受
け
継
い
で
き
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
の
教
育
に
か
け
る
情

熱
が
我
々
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
維
持
し
て
い
る
事
の
何
よ
り

の
証
で
あ
る
と
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
で

は
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
迎
え
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
初
期
の
メ
ン

バ
ー
は
現
場
で
中
堅
教
員
と
な
り
、
学
校
・
学
年
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
長
野
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
で
学
び
、
育
っ
た
若
い
先

生
方
、今
後
は
信
州
大
学
で
学
ん
だ
同
志
と
し
て
現
場
で
タ
ッ

グ
を
組
み
、
教
育
実
践
を
積
み
重
ね
、
共
に
研
鑽
を
積
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
二
十
周
年
は
一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、
今

後
と
も
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
が
未
来
の
教
員
志
望
学
生
の
学
び
の
場
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

20
周
年
を
迎
え
た
「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」

特 

集

　
文
部
科
学
省
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
サ
タ
デ
ー
」は
、平
成

６
年
度（
１
９
９
４
）に
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
広
場（
プ
ラ
ザ
）（
平
成
13
年
度（
２
０
０
１
））、

「
世
間（
ワ
ー
ル
ド
）」（
平
成
15
年
度（
２
０
０
３
））、そ
し
て
、「
未
来（
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）（
平
成
24
年
度

（
２
０
１
２
））へ
と
進
展
し
20
年
目
を
迎
え
て
ま
し
た
。こ
の
活
動
の
大
き
な
特
徴
は
、授
業
科
目
と
し

て
で
は
な
く
、学
生
の
主
体
的
な
参
画
の
も
と
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
直
接
的
な
ふ
れ
あ
い
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、信
州
大
学
教
育
学
部
の
特
色
あ
る
取
組
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、こ
の
20
年
間
で
３
０
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
同
窓
生
が
関
わ
っ
て
き
た「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ

遊
」の
活
動
に
つ
い
て
、同
窓
生
の
手
記
を
特
集
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ま
す
。
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Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
の
活
動
が
今
後
も
続
い
て
い
き
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
で

育
っ
た
後
輩
た
ち
が
全
国
の
教
員
に
な
り
、
一
緒
に
切
磋
琢

磨
し
て
い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
土
井
進
先
生
の
後
ろ
姿

鈴
木
亮
子（
生
活
科
学
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
15
期
）

　

私
は
土
井
先
生
の
後
ろ
姿
に
初
め
て
出
会
っ
て
衝
撃
を
受

け
た
。
そ
れ
は
、
茂
菅
の
農
場
に
使
う
堆

肥
を
作
る
た
め
に
、
生
協
の
生
ご
み
を
一

輪
車
で
運
搬
し
て
お
ら
れ
る
姿
で
あ
っ
た
。

私
は
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
大
学
教

授
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
本
当
に
驚

い
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
大
地
と
関
わ
る
こ
と
に
こ
ん
な
に
熱

心
で
、
誠
実
に
学
生
に
接
し
て
く
だ
さ
る
土
井
先
生
の
も
と

で
学
び
た
い
と
心
か
ら
思
い
、「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
世
間
」
の
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
卒
業
前
の
3
月
に
青
木
村

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
9
回「
全
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
活

動
」
in
信
州
に
も
参
加
し
た
。

　

土
井
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
周
り
に
い
る
人
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
し
て
自
分
自
身

が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
志
を
高
く
持
つ
こ
と
や
言
葉
の
持
つ
力
の

大
き
さ
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。学
生
の
こ
と
を
思
っ

て
、
学
生
の
た
め
に
尽
く
す
先
生
で
あ
っ
た
。

　

私
は
今
、
千
葉
県
八
街
市
立
実
住
小
学
校
の
３
年
生
を
担

任
し
て
い
る
。
卒
業
生
を
２
度
送
り
出
し
、
教
員
５
年
目
に

な
る
。

　

学
生
時
代
に
学
ん
だ
土
地
を
離
れ
て
も
、
空
を
し
っ
か
り

見
上
げ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
学
生
時
代
に
と
も
に

学
ん
だ
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」
の
友
が
全
国
各
地
に
い
る
か
ら
だ
。
そ

し
て
、
土
井
先
生
が
長
野
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
あ
る
。
学

生
が
実
体
験
を
通
し
て
学
べ
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
世
間
」
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
土
井
先
生
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」は
実
践
的
教
師
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
林
則
雄（
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
８
期
）

 

私
は
、
52
歳
で
信
大
に
入
学
し
教
師
に

な
っ
た
。
そ
の
期
間
、
わ
ず
か
11
年
。
そ

の
基
礎
を
築
い
た
の
は「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」

で
の
活
動
だ
っ
た
。
長
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
の
中
で
培
っ
た
色
々
な
体
験
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
得

た
経
験
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
素
材
と
し
て
あ
っ
た
。
教
職
は
、

目
前
の
児
童
・
生
徒
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
。
そ
の
保
護
者

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
の
地
域
ま
で
も
が
対
象
に
な
る
。
Ｙ
Ｏ

Ｕ
遊
広
場
で
、
不
登
校
児
童
を
対
象
に
し
た
「
興
譲
館
」
活

動
や
心
の
教
室
相
談
員
な
ど
を
体
験
し
た
。
い
ず
れ
も
何
も

な
い
所
か
ら
、
た
だ
た
だ
「
な
に
か
を
や
り
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
中
年
の
お
っ

さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
位
で
い
い
ん
じ
ゃ
ぁ
な
い
の
…
と
い

う
気
持
ち
も
な
く
は
な
か
っ
た
。
が
し
か
し
、
若
さ
と
は
す
ば

ら
し
い
。
時
間
よ
り
心
の
納
得
感
の
方
が
優
先
す
る
の
だ
。

延
々
と
続
く
論
議
、
ま
た
論
議
。
会
社
な
ら
と
っ
く
に
上
司

の
決
断
と
判
断
と
で
論
議
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の

に
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ
の
下
見
に
出
か
け
た
時
、下
見
会
場
に
は
、

う
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。
未
経
験
ゆ
え
の
慎
重
さ
の

表
れ
で
あ
る
。
活
動
の
対
象
は
子
供
達
だ
け
で
は
な
い
。
一

緒
に
参
加
す
る
保
護
者
や
そ
の
場
を
提
供
す
る
地
域
が
あ
る

の
だ
。
こ
れ
は
教
育
実
習
に
は
な
い
、
実
践
的
な
教
育
実
習

そ
の
も
の
で
あ
る
。
失
敗
の
ほ
ろ
苦
さ
も
、
成
功
の
歓
喜
の

涙
も
す
べ
て
吾
の
手
の
中
に
あ
る
の
だ
。

　

毎
年
、
未
知
と
の
遭
遇
の
わ
ず
か
７
年
の
教
員
生
活
。
絶

体
絶
命
の
危
機
的
な
状
況
も
あ
っ
た
。
ま
た
逆
に
お
祭
り
の

よ
う
な
歓
喜
に
満
ち
た
時
も
あ
っ
た
。
振
り
返
っ
て
み
た
ら
、

こ
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
広
場
で
の
体
験
が
、
私
の
教
員
生
活
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
実
に
得
難

い
４
年
間
の
体
験
だ
っ
た
。
改
め
て
土
井
先
生
と
林
部
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
う
し
て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
の
学
生
は
涙
を
流
す
の
か

寺
坂（
岡
部
）桂
子（
教
育
実
践
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
８
期
）

　

東
京
出
身
の
私
が
、
信
州
大
学
に
入

学
す
る
こ
と
を
決
め
た
決
定
打
が
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
見
た
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
の

ス
タ
ッ
フ
募
集
の
広
告
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
の
学
生
生
活
に
は
、い
つ
も
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
が
あ
り
ま
し
た
。

農
場
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
、
全
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
活
動
な
ど
楽

し
く
活
動
し
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
四
年
生
の
時
に
教
育
学
部
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
っ
て
い
た
プ
レ
ー
パ
ー

ク
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
、
今

年
の
三
月
、
十
年
ぶ
り
に
発
掘
し
ま
し

た
。
当
時
の
子
ど
も
達（
現
在
十
五
歳

か
ら
二
十
五
歳
）と
そ
の
親
、
十
二
人

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
私

た
ち
が
頑
張
っ
て
い
た
活
動
は
、
参
加

者
の
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
良
い
思
い
出

と
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
実
感
で
き
、

大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
第
一
回
Ｙ
Ｏ
Ｕ
フ
ェ
ス
の
打
ち
上
げ
で
は
、
み
ん
な

で
涙
を
流
し
ま
し
た
。
全
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
他
大
学

の
学
生
に
、
ど
う
し
て
信
大
生
は
涙
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
フ
ェ
ス
は
、
た
っ
た

半
日
の
活
動
だ
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
達
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、

真
剣
に
考
え
、
話
し
合
い
、
ぶ
つ
か
り
合
い
、
一
か
月
以
上

の
準
備
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
つ
な

が
っ
た
喜
び
や
、
そ
こ
で
得
た
仲
間
と
の
絆
が
、
感
動
の
涙
と

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
充
実
感
は
、
全
国
の
教
員
養
成
系
の
学

生
に
自
慢
で
き
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
教
員
生
活
の

基
盤
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

本
号
で
も
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
同

窓
会
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
主
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を
大

切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職
と
し

て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ
と
、
③
教

育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓
会
（
同
窓
会
費

納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
一
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
３
８
０
│

８
５
４
４　

長
野
市
西
長
野
6
│
ロ
）
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
を
応
募
締
め
切
り
と
し
て
い
ま

す
。
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細
な
内
容
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は
必
ず
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
研
究
補
助
は
十
名
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
受
付
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
の
た
め
で
す
）。

平
成
二
十
四
年
度
助
成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ

①
戸
塚 

拓
也
（
長
野
市
立
柳
町
中
学
校
）

　

古
典
学
習
に
お
け
る
言
語
活
動
の
あ
り
方

②
清
水　

守
（
岡
谷
市
立
長
地
小
学
校
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
習
指
導

は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か

③
花
岡
ひ
さ
江
（
岡
谷
市
立
岡
谷
小
学
校
）

「
子
ど
も
た
ち
と
共
に
創
る
授
業
」
を
め
ざ
し
て

〜
自
ら
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
姿
を
も
と
め
て
〜

④
大
上
み
ど
り （
長
野
市
立
徳
間
小
学
校
）

　

Ｓ
Ｏ
で
始
ま
っ
た
フ
ロ
ア
ー
ホ
ッ
ケ
ー
の
理
解
と
普
及

⑤
村
澤 

陽
介
（
長
野
市
立
加
茂
小
学
校
）

子
ど
も
た
ち
が
仲
間
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
む
体
育
授
業
づ
く
り

〜
２
年
「
な
わ
と
び
あ
そ
び
」
を
通
し
て
〜

⑥
伊
東
あ
ゆ
み （
長
野
市
立
松
ヶ
丘
小
学
校
）

追
求
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
って
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
、
友
と

か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
数
理
を
確
か
に
し
て
い
く
算
数
学
習

は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
〜
思
考
を
深
め
る
追
求
の
あ
り
方
〜

⑦
小
林 

真
樹
（
附
属
特
別
支
援
学
校
）

『
と
も
に
活
動
す
る
よ
さ
を
感
じ
る
姿
』
が
現
れ
る
環
境
づ
く
り

⑧
宮
尾 

美
輝
（
須
坂
市
立
豊
洲
小
学
校
）

小
学
校
低
学
年
に
お
け
る
投
能
力
向
上
を
目
指
し
た
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

⑨
井
浦　

徹
（
千
曲
市
立
東
小
学
校
）

小
学
校
高
学
年
の
ゴ
ー
ル
型（
ゲ
ー
ム
）教
材
開
発
と
そ
の
検
討

⑩
林　

尚
之
（
岡
谷
市
立
小
井
川
小
学
校
）

　

算
数
的
活
動
を
活
か
し
た
授
業
づ
く
り

　

以
上
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
補
助
金
交
付
者
及

び
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
覧
で
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

　
「
か
か
わ
り
」を
学
習
の
中
心
に
据
え
た
体
育
授
業
づ
く
り

　
～
２
年『
な
わ
と
び
あ
そ
び
』を
通
し
て
～

長
野
市
立
加
茂
小
学
校　

村 

澤
　
陽 

介

　

加
茂
小
学
校
で
は
、一
昨
年
度
に
全
国
学
校
体
育
研
究
大

会
、
昨
年
度
に
教
育
課
程
研
究
協
議
会
特
別
支
援
教
育
の
授

業
公
開
校
と
し
て
、授
業
研
究
を
行
っ
た
。ど
ち
ら
の
研
究
に

お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
、
学
習

に
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
を
目
指
し
て
授
業
研
究
を
行

い
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
研
究
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、子
ど
も
た

ち
が
す
す
ん
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
し
て
授
業
実
践
を
行
っ
た
。
単
元
は
、「
な
わ
と
び
あ
そ

び
」を
行
い
、
授
業
前
半
に
短
な
わ
、
授
業
後
半
に
長
な
わ
で

色
々
な
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
進
め
方
で
行
っ
た
。

　

単
元
最
初
の
授
業
に
お
い
て
、
長
縄
で
は
「
友
だ
ち
と
の
協

力
が
大
切
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
協
力
と
い
う
の
は
、「
み
ん

な
で
声（
ア
ド
バ
イ
ス
・
応
援
）を
か
け
あ
う
こ
と
」「
常
に
自
分
の

す
る
べ
き
こ
と（
縄
を
回
す
・
並
ぶ・
跳
ぶ
）を
考
え
、
動
く
こ
と
」

で
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
行
動
を
示
し
た
。
ま
た
、
課
題
を
達

成
し
た
際
に
は
、
グ
ル
ー
プ
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
り
、
抱
き
合
っ

た
り
し
て
喜
び
合
う
よ
う
に
す
る
こ
と
も
具
体
的
に
伝
え
、
達

成
感
を
仲
間
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

授
業
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
達
成
感
を
感
じ
な
が
ら
、意
欲

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、「
波
」「
く
ぐ
り
ぬ
け
」

な
ど
の
簡
単
な
技
か
ら
行
う
こ
と
に
し
、ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

を
積
み
重
ね
て
い
く
よ
う
に
し
た
。ま
た
、授
業
の
ふ
り
か
え

り
の
場
面
で
は
、「
縄
の
回
し
方
」「
跳
び
方
」「
並
び
方
」の
３

つ
の
場
面
で
、ど
の
よ
う
な
動
き
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
を
、グ
ル
ー
プ
ご
と
話
し
合
う
時
間
を
設
け
た
。単
元
序

盤
か
ら
、課
題
の
技
や
回
数
を
ク
リ
ア
し
た
際
に
担
任
も
一
緒

に
な
っ
て
喜
び
合
う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
同
士
で
も
声
を
出

し
な
が
ら
、喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　

単
元
中
盤
以
降
で
は
、「
か
ぶ
り
な
わ
」の
連
続
と
び
に
挑

戦
し
た
。子
ど
も
た
ち
同
士
で
声
を
か
け
、縄
に
入
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、ク
ラ
ス
で
縄
を
回
す
時
の
か
け

声
を
統
一
し
た
。
単
元
後
半
に
な
っ
て
く
る
と
、子
ど
も
た
ち

同
士
で
声
を
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
取
ろ
う
と
す
る
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
縄
に
ひ
っ
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
子
に
対
し
て
、
た
だ「
大
丈
夫
」「
つ
ぎ
頑
張
ろ
う
」と

い
う
だ
け
で
な
く
、「
も
っ
と
縄
の
真
ん
中
で
跳
ん
だ
方
が
い

い
よ
」や「
高
く
両
足
で
跳
ん
だ
方
が
い
い
よ
」な
ど
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ

は
、単
元
序
盤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
の
動
き
工
夫
に
つ
い

て
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
き
た
も
の
が
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
と
し
て
積
み
重
な
っ
て
き
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。単

元
最
終
日
で
は
、
連
続
１
０
０
回
以
上
を
目
指
そ
う
と
い
う

目
標
の
も
と
授
業
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
自
身
で
、声
を
掛
け

合
っ
た
り
、動
き
の
工
夫
を
生
か
し
た
り
し
て
、１
０
０
回
以

上
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。成
功
し
た
時
は
、自
然
と
子
ど
も
た

ち
が
抱
き
合
っ
た
り
、声
を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
喜
び
合
う
姿

が
自
然
と
見
ら
れ
た
。



卒
業
・
修
了
生
の
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就　
職　
状　
況

就
職
部
長　
　

別 

府　
　

桂

　

教
育
学
部
同
窓
会
か
ら
は
、
毎
年
就
職
支
援
活
動
に
並
々
な
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
四
年
度
の
教
育
学
部
卒
業
生
及
び
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
概
要
は
下
記
の
表
の
通
り
で
す
が
、

本
学
部
の
卒
業
生
の
教
員
就
職
率
は
、全
国
で
一
三
位
で
し
た（
平

成
二
三
年
度
。二
四
年
度
は
ま
だ
未
発
表
）。
全
国
の
教
員
養
成
系

大
学
の
教
員
就
職
率
の
順
位
を
出
す
と
、
本
教
育
学
部
は
、
こ
こ

数
年
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
か
入
ら
な
い
か
…
と
い
っ
た
位
置
で
上

下
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、も
う
少
し
上
位
で
の
定
着
を
目
指
し

て
、
昨
年
度
か
ら
は「
教
員
就
職
率
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
る
大
学
の
教
員
就
職

率
の
差
は
、そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、少
子
化

に
伴
う
学
級
減
や
、小・中
学
校
の
統
廃
合
な
ど
、教
員
の
採
用
条

件
が
厳
し
く
な
る
中
で
の
教
員
就
職
率
ア
ッ
プ
は
、た
と
え
数
パ
ー

セ
ン
ト
の
ア
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識
の

動
機
づ
け
や
、模
試・面
接
指
導
な
ど
の
具
体
的
支
援
を
よ
り
き
め

細
か
く
行
う
べ
く
、様
々
な
企
画
を
た
て
、実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
支
給
年
齢
の
繰
り
下
げ
に
伴
う
再
雇
用
者
の
問
題

も
こ
れ
か
ら
の
教
員
就
職
率
に
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
そ
う
で
、

今
、
大
変
危
惧
を
抱
い
て
い
ま
す
。
教
員
就
職
率
の
数
値
の
中
に

は
、臨
時
採
用
の
講
師
の
数
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、再
雇
用
希

望
者
が
増
え
る
と
、
そ
れ
に
伴
い
講
師
の
必
要
数
の
減
少
が
考
え

ら
れ
、必
然
的
に
教
員
就
職
率
が
下
が
り
ま
す
。こ
う
し
た
点
に
つ

い
て
も
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
、そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
何
と
言
っ
て
も
正
式
採
用
し
て
も
ら
え
る
卒
業
生
を
い

か
に
増
や
す
か
…
が
一
番
大
切
で
す
の
で
、日
常
の
学
習
支
援
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
そ
の
上
に
現
状
に
合
っ
た
就
職
支
援
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平成24年度卒業生・修了生　進路状況
　　　就職・進学別

学部
（学修分野）・
大学院別

就　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　者 進　　学　　者 現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備

考

県　　　　　　　内 県　　　　　　　外

計

教　　員　　外 大 学 院 研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ
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他
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計
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学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ
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他

小

計

公務員 会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福
祉
施
設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育
学

研

究

科

他

大

学

一

般

心

理

学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

教　
　
　

員　
　
　

養　
　
　

成　
　
　

課　
　
　

程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

臨床学校
教 育 学

男 0 ⎝ 2 ⑴ 2 ⑴ 2 ⑴ 　 　 2
女 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑴ 4 ⑶ 　 0 ⎝ 4 ⑶ 1 2 1 4 1 1 1 10

総 合・生
活科教育

男 2 ⎝ 2 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 2
女 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 1 ⎝ 1 ⎝ 3 ⑵  3

国語教育 男  0 ⎝      0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 2 1 3
女 1 ⎝ 3 ⎝  4 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 5 ⑴ 1 2 3 1 1 1 10

社 会 科
教 育

男 8 ⑸ 3 ⑴     11 ⑹ 1 ⑴   1 ⑴ 12 ⑺ 2 1 3 1 1 1 3 20
女 4 ⑵ 1 ⑴ 5 ⑶ 1 ⑴ 1 ⎝ 2 ⑴ 7 ⑷ 2 2  9

数学教育 男 3 ⑵ 5 ⑶ 1 ⑴ 9 ⑹ 3 ⑴ 3 ⎝ 6 ⑴ 15 ⑺  1 1 3 2 5 1 22
女 1 ⑴ 3 ⑵ 4 ⑶ 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 6 ⑸  1 1  7

理科教育 男 4 ⑶ 6 ⑶ 10 ⑹ 2 ⑴ 1 ⎝ 3 ⑴ 13 ⑺ 1  1 5 1 6 1 21
女 1 ⎝ 1 ⎝ 2 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 4 ⑵ 5 ⑵ 1 1  6

音楽教育 男 0 ⎝  0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1
女 3 ⑵ 4 ⑶ 2 ⑴ 9 ⑹ 1 ⎝  1 ⎝ 10 ⑹ 1 1 1 3 1 2 3 1 17

美術教育 男   0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1  1
女 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 2 ⎝  4 4 1 1 4 11

保健体育
科 教 育

男 2 ⑴    2 ⑴ 3 ⑴ 1 ⎝ 4 ⑴ 6 ⑵ 2 2 2 10
女 0 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 1 1 2 1 1 4

情報・技術
教 育

男 2 ⑴ 2 ⑴ 1 ⎝ 1 ⎝ 3 ⑴ 2 2 1 1 6
女    0 ⎝  0 ⎝ 0 ⎝

ライフプラン
ニング教育

男 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 1 ⎝ 1 ⎝ 3 ⑵ 1 1 4
女 4 ⑴ 2 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑴ 9 ⑷ 1 ⎝ 1 ⑴ 2 ⑴ 11 ⑸ 2 2 4 2 17

英語教育 男 1 ⑴ 2 ⑴ 3 ⑵   0 ⎝ 3 ⑵ 2 2 1 6
女 1 ⎝ 6 ⑵ 7 ⑵   0 ⎝ 7 ⑵ 2 2 1 1 10

国際理解
教　　育

男 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 2 ⎝  2
女 2 ⎝ 2 ⑴ 4 ⑴ 0 ⎝ 4 ⑴ 1 1 5

環境教育 男 2 ⑴ 3 ⑵ 5 ⑶ 1 ⎝ 1 ⑴ 2 ⑴ 7 ⑷ 1 1 1 9
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 2 2

特別支援学校
教員養成課程

男 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⎝ 1 ⎝ 2 ⑴  2
女 3 ⑴ 8 ⑶ 11 ⑷ 1 ⑴ 3 ⎝ 4 ⑴ 15 ⑸ 1  1 2  1 18

教員養成課程計
男 24 ⒁ 19 ⑽ 3 ⑵ 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 48 ㉘ 14 ⑸ 6 ⑴ 1 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 22 ⑹ 70 ㉞ 4 0 5 0 0 0 1 10 16 3 1 0 0 20 0 1 6 4 111
女 21 ⑼ 24 ⑾ 1 ⑴ 9 ⑷ 6 ⑶ 0 ⎝ 61 ㉘ 8 ⑵ 5 ⑷ 3 ⑵ 3 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 19 ⑻ 80 ㊱ 8 0 16 0 0 3 2 29 3 2 1 1 3 10 0 2 1 7 129
計 45 ㉓ 43 ㉑ 4 ⑶ 10 ⑸ 7 ⑷ 0 ⎝ 109 � 22 ⑺ 11⑸ 4 ⑵ 4 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 41 ⒁ 150 � 12 0 21 0 0 3 3 39 19 5 2 1 3 30 0 3 7 11 240

生涯ス
ポーツ
課　程

地 域
スポーツ

男 2 ⑵ 1 ⑴ 3 ⑶ 1 ⑴ 1 ⑴ 4 ⑷ 2 2 4 2 1 1 4 1 13
女 2 ⑵ 2 ⑵ 1 ⎝ 1 ⎝ 2 ⎝ 4 ⑵ 2 2 4 1  1 2  10

野外教育 男 1 ⑴ 1 ⎝ 1 ⑴ 3 ⑵ 3 ⑵ 3 ⑵ 6 ⑷ 1 1 1 3 1 10
女 0 ⎝  0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1

教 育 カ ウ ン セ
リ ン グ 課 程

男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1 3 4 2 7
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 3 1 5 3 2 5 2 12

非教員養成系計
男 3 ⑶ 2 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 6 ⑸ 3 ⑵ 1 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 4 ⑶ 10 ⑻ 3 0 3 0 0 1 1 8 3 4 1 0 0 8 0 0 0 4 30
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⑵ 1 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 4 ⑵ 1 0 5 0 0 0 3 9 4 3 0 0 1 8 0 0 0 2 23
計 3 ⑶ 2 ⑴ 0 ⎝ 3 ⑶ 0 ⎝ 0 ⎝ 8 ⑺ 4 ⑵ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 6 ⑶ 14 ⑽ 4 0 8 0 0 1 4 17 7 7 1 0 1 16 0 0 0 6 53

学 　 部 　 計
男 27⒄ 21⑾ 3 ⑵ 2 ⑵ 1 ⑴ 0 ⎝ 54 ㉝ 17⑺ 7 ⑵ 1 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 26⑼ 80 ㊷ 7 8 0 0 1 2 18 19 7 2 0 28 0 1 6 8 141
女 21⑼ 24⑾ 1 ⑴ 11⑹ 6 ⑶ 0 ⎝ 63 ㉚ 9 ⑵ 6 ⑷ 3 ⑵ 3 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 21⑻ 84 ㊳ 9 21 0 0 3 5 38 7 5 1 1 4 18 0 2 1 9 152
計 48㉖ 45㉒ 4 ⑶ 13⑻ 7 ⑷ 0 ⎝ 117 � 26⑼ 13⑹ 4 ⑵ 4 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 47⒄ 164 � 16 29 0 0 4 7 56 26 12 3 1 4 46 0 3 7 17 293

教 育 学 研 究 科
男 2 ⑵ 2 ⎝ 2 ⑴ 6 ⑶ 1 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 3 ⎝ 9 ⑶ 1 1 6 1 1 1 11 1 1 1 23 ①
女 3 ⎝ 1 ⎝ 1 ⎝ 5 ⎝ 1 ⑴ 1 ⎝ 2 ⎝ 7 ⎝ 5 2 1 8 1 16 ③
計 2 ⑵ 5 ⎝ 3 ⑴ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 11 ⑶ 1 ⑴ 1 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 5 ⎝ 16 ⑶ 1 6 8 1 0 1 2 19 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 39 ④

合 計
男 29⒆ 23⑾ 5 ⑶ 2 2 1 ⑴ 0 ⎝ 60 ㊱ 17⑺ 8 ⑵ 2 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 29⑼ 89 ㊺ 8 1 14 1 0 2 3 29 19 7 2 0 28 1 1 7 9 164 ①
女 21⑼ 27⑾ 2 ⑴ 12⑹ 6 ⑶ 0 ⎝ 68 ㉚ 10⑶ 6 ⑷ 3 ⑵ 3 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 23⑻ 91 ㊳ 9 5 23 0 0 3 6 46 7 5 1 1 4 18 2 1 10 168 ③
計 50㉘ 50㉒ 7 ⑷ 14⑻ 7 ⑷ 0 ⎝ 128 � 27⑽ 14⑹ 5 ⑵ 4 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 52⒄ 180 � 17 6 37 1 0 5 9 75 26 12 3 1 4 46 1 3 8 19 332 ④

（注）　（　）は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就　職　率（学　部）（進学者を除く）　 89.069%
教員就職率（学　部）（進学者を除く） 66.397%
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 62.5%
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事
務
局
便
り

○
研
究
補
助
受
付
中

　

研
究
補
助
申
請
を
四
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本

号
の
六
ペ
ー
ジ
・
同
窓
会
情
報
の
欄
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
助
成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

○
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届

を
事
務
局
宛
て
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
費
は
終

身
会
費
で
す
。
未
納
者
に
は
、
後

日
、
納
入
願
い
の
書
面
が
届
き
ま

す
。
二
重
払
い
の
場
合
に
は
お
返

し
し
ま
す
が
、
振
り
込
み
手
数
料

等
が
か
か
り
ま
す
の
で
全
額
返
金

は
で
き
ま
せ
ん
。	

　

信
州
教
育
の
精
髄
と
通
底
す
る

　
　
　
「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
未
来
」の
精
神

―
信
大
生
の
主
体
的・自
主
的
な
地
域
貢
献
の
授
業
外
活
動
―

土 

井　

進（
教
育
科
学
講
座
）

　
「
こ
ん
な
授
業
、
必
修
で
な
け
れ
ば

出
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
授
業
は
い

か
に
教
育
実
習
を
う
ま
く
や
る
か
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
込
む
た
め
の
も
の
で

す
か
？ 

も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
内
容
の
あ
る
授
業
を
充
実
さ

せ
て
く
れ
。今
ま
で
の
教
育
法
な
ど
は
一
体
何
の
役
に
立
つ
ん

だ
。
矛
盾
だ
ら
け
だ
ぞ
！
」こ
の
痛
烈
な
学
生
の
訴
え
は
、
私

の
胸
に
突
き
刺
さ
り
寝
て
も
離
れ
な
か
っ
た
。こ
の
声
に
真
摯

に
対
応
し
て
い
く
中
か
ら「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
サ
タ
デ
ー
」（
平
成

6
年
度（
１
９
９
４
））が
誕
生
し
た
。そ
の
後
、「
広
場（
プ
ラ

ザ
）（
平
成
13
年
度（
２
０
０
１
））、「
世
間（
ワ
ー
ル
ド
）」（
平

成
15
年
度（
２
０
０
３
））、そ
し
て
、「
未
来（
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）

（
平
成
24
年
度（
２
０
１
２
））へ
と
脱
皮
に
脱
皮
を
重
ね
て
20

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

20
年
間
一
貫
し
て
守
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
こ
の
取
組
を
絶

　

記
念
講
演
終
了
後
、「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
祝
賀
懇
親

会（
会
費
四
、〇
〇
〇
円
）を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事務局連絡先
電　話　026-238-4370
月・水・金　9：30 〜 16：30
HP  http://taaedu.shinshu-u.ac.jp
E-mail   kdousou@shinshu-u.ac.jp

　　日　時
平成25年8月11日（日）
午前10時より

　　会　場
長野市岡田町

「ホテル信濃路」

　　次　第
１．開会宣言
２．会長挨拶
３．議長団選任
４．議事録署名人の選任　
　並びに書記の任命
５．議事
　第一号議案　校友会への

参加について
　第二号議案　平成24年

度事業報告及び歳入・
歳出決算報告について

　第三号議案　平成25年
度事業計画（案）及び
歳入・歳出予算（案）の
承認について

　第四号議案　第14期役員
の改選について

６．来賓紹介、代表挨拶
７．閉会宣言

記念講演会：12時より
　講師／「信大YOU遊未来」
　　　　土井　進氏  他

祝賀懇親会：13時より

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会　

第
二
十
六
回
通
常
総
会（
通
知
）

対
に
授
業
科
目
化
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」と
い
う
学
生
た
ち
の

遺
言
で
あ
る
。「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
20
年
間
頑
な

に
守
り
抜
い
て
き
た
こ
と
は
、「
や
り
た
い
学
生
が
、や
り
た
い

こ
と
を
、や
り
た
い
よ
う
に
や
る
」と
い
う
信
念
で
あ
る
。
学

生
は
、主
体
的・
自
主
的
に
使
命
感
と
情
熱
に
燃
え
て
取
り
組

ん
で
い
る
。正
副
実
行
委
員
長
や
正
副
講
座
長
な
ど
を
務
め
た

学
生
は
５
０
０
名
を
優
に
超
え
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

学
生
は
３
０
０
０
名
を
超
え
て
い
る
。

　

教
育
学
部
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
、「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」20
周
年

を
記
念
す
る
講
演
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
全
国
か
ら
信
州
大
学
教
育
学
部

に
学
ぶ
学
生
に
脈
打
つ「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」精
神
は
、
信
州
教
育
の

精
髄
と
さ
れ
る「
深
雪
せ
る
野
路
に
小
さ
き
沓
の
跡
わ
れ
こ
そ

先
に
行
か
ま
し
も
の
を
」に
通
底
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
い

と
思
う
。

①「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」体
験
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
い
た
か
？

②「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」体
験
の
中
で
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
？

③
現
在
ど
の
よ
う
な
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

に
つ
い
て
次
の
6
人
が
リ
レ
ー
講
演
す
る
。

１
．山
口
直
行（
松
本
市
立
丸
ノ
内
中
学
校・数
学・Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
1
期
）

２
．角
田
正
和（
岡
山
県
倉
敷
市
立
西
中
学
校・社
会・Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
2
期
）

３
．小
林
則
雄（
前・長
野
市
立
南
部
小
学
校・生
涯
ス
ポ
ー
ツ・Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
8
期
）

４
．寺
坂
桂
子（
千
葉
県
柏
市
立
土
南
部
小
学
校・教
育
実
践・Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
8
期
）

５
．鈴
木
亮
子（
千
葉
県
八
街
市
立
実
住
小
学
校・ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ・

　
　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
第
15
期
）

６
．土
井　

進（
教
育
科
学
講
座
）

記
念
講
演
の
ご
案
内
（
一
般
公
開
）


